
　

ソ
ニ
ー
は
、
大
き
く
分
け
て
６
つ
の
事
業（
ゲ
ー

ム
＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
、
音
楽
、
映
画
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
＆
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
、
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
＆
セ
ン
シ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
、
金
融
）を
営
ん
で
お
り
、
世
界
中
に
約
11
万

人
の
従
業
員
を
有
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
多
様
な
事

業
活
動
を
行
う
う
え
で
、「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
へ

の
取
り
組
み
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

２
０
０
３
年
に
、
全
て
の
社
員
が
守
る
べ
き
規
範
と

し
て
制
定
し
た
「
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
行
動
規
範
」
に

お
い
て
、
全
て
の
人
は
尊
厳
と
敬
意
を
も
っ
て
処
遇

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
全
て
の

人
の
国
際
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
人
権
を
尊
重
し
、

支
持
す
る
こ
と
を
人
権
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し

て
表
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
規
範
の
も
と
で
、

「
ソ
ニ
ー
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
行
動
規
範
」
や
、「
ソ

ニ
ー
グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｉ
倫
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な
ど
、

人
権
リ
ス
ク
が
存
在
し
得
る
領
域
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
方
針
や
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
の
社
内
体
制
お
よ

び
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し
運
用
し
て
い
る
。

人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
実
施

　

ソ
ニ
ー
で
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
を
対
象
と
す
る
人

権
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
担
当
部
署
が
第
三
者
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
と
も
に
、
世
界
人
権
宣
言
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
国
際
労
働
基

準
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
多
国
籍
企
業
行
動
指
針
と
い
っ
た
国

際
基
準
か
ら
人
権
課
題
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
う
え

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

接
点
な
ど
も
考
慮
し
、
ソ
ニ
ー
の
事
業
活
動
に
関
連

が
大
き
く
、
人
権
リ
ス
ク
が
高
い
領
域
を
特
定
す
る
。

　

２
０
２
０
年
度
に
実
施
し
た
人
権
イ
ン
パ
ク
ト
評

価
で
は
、
以
前
か
ら
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
労
働
者
の
人
権
配
慮
、
Ａ

Ｉ
な
ど
の
新
し
い
技
術
に
関
す
る
潜
在
的
な
人
権
リ

ス
ク
に
加
え
、
ソ
ニ
ー
と
直
接
的
も
し
く
は
間
接
的

に
取
引
関
係
が
あ
る
顧
客
に
よ
る
人
権
侵
害
の
潜
在

的
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
強
化
の
必
要
性

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
特
定
し
た
潜
在
的
な
人
権
リ

ス
ク
の
軽
減
に
向
け
、
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と

必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
く
。

多
様
な
事
業
特
性
に
応
じ
た
取
り
組
み

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
特
性
に
よ
り
着
目
す
べ
き
人
権

課
題
や
重
要
度
も
異
な
る
。
人
権
イ
ン
パ
ク
ト
評
価

や
事
業
環
境
な
ど
を
踏
ま
え
、
従
来
取
り
組
ん
で
き

た
分
野
、
昨
今
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
分
野
の

事
例
を
紹
介
す
る
。

　

１
つ
目
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
関
す
る
人
権
リ
ス
ク
へ
の
対
応
で
あ

ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
執
行
役
専
務

神かんべ
戸
司しろう
郎

ソ
ニ
ー
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権

─�
多
様
な
事
業
特
性
に
応
じ
た
取
り
組
み
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特集 人権を尊重する経営の促進

る
。
ソ
ニ
ー
は
、
自
社
の
生
産
現
場
の
み
な
ら
ず
部

品
調
達
先
や
設
計
・
生
産
委
託
先
の
生
産
現
場
に
お

け
る
人
権
・
労
働
・
環
境
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
な

製
品
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
対
す
る
責
任
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
ソ
ニ
ー
は
２
０
０
₄
年
に
Ｒ
Ｂ
Ａ

（
旧
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）の
設
立
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画
し
、

２
０
２
０
年
か
ら
Ｒ
Ｂ
Ａ
の
取
締
役
会
メ
ン
バ
ー
の

一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
業
界
の
ベ
ス
ト
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
と
な
っ
て
い
る
Ｒ
Ｂ
Ａ
行
動
規
範
の
策
定

に
関
わ
る
と
と
も
に
、
同
行
動
規
範
を
「
ソ
ニ
ー
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
行
動
規
範
」
と
し
て
適
用
し
、
遵

守
の
た
め
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

　

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、

ソ
ニ
ー
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
行
動
規
範
の
遵
守
要
請

の
実
施
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
が
あ
る
。
直
近
３

年
間
に
お
い
て
は
、
累
計
₈
１
₉
工
場
の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
に
対
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
１
０
０

工
場
に
改
善
要
請
、
29
工
場
に
訪
問
調
査
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
二
次
以
降
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て

も
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
通
じ
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
行
動
規
範
の
遵
守
を
要
請
し
て
い
る
。

　

複
雑
で
広
範
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
人

権
課
題
へ
の
対
応
は
、
非
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で

は
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
関
心
も
高

ま
っ
て
お
り
、
継
続
し
て
適
切
な
対
応
と
情
報
開
示

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
米
国
に
本
社
を
置
く
、
音
楽
、
映
画
、
ゲ

ー
ム
＆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
全

て
の
人
に
尊
厳
と
敬
意
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
は
ソ

ニ
ー
の
最
も
大
事
な
行
動
規
範
の
１
つ
で
あ
り
、
ソ

ニ
ー
は
こ
れ
ま
で
も
多
様
性
を
強
み
と
す
る
文
化
を

築
い
て
き
た
。
米
国
に
お
け
る
人
種
差
別
に
対
す
る

抗
議
活
動
や
変
革
を
求
め
る
動
き
を
発
端
と
し
て
、

社
会
正
義
が
大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、２
０
２
０
年
に
総
額
１
億
米
ド
ル
のGlobal 

Social Justice Fund

を
設
立
し
た
。
米
国
の
グ

ル
ー
プ
各
社
を
中
心
に
、
こ
の
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て

人
権
保
護
や
人
種
差
別
の
是
正
、
社
会
で
活
躍
の
機

会
が
十
分
に
得
ら
れ
て
い
な
い
人
々
へ
の
教
育
や
育

成
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
へ
の
支
援
を
進
め
て
い
る
。

３
つ
目
の
事
例
と
し
て
、
責
任
あ
る
Ａ
Ｉ
へ
の
取

り
組
み
も
紹
介
す
る
。
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り
、
様
々

な
分
野
で
効
率
化
や
課
題
解
決
へ
の
貢
献
が
可
能
と

な
る
一
方
で
、
同
時
に
社
会
や
経
済
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
。
２
０
１
₈
年
に
は
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
対
話
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ソ
ニ
ー
に
お

け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
や
研
究
開
発
を
促
進
し
て
い
く
た

め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
指
針
と
し
て
、「
ソ
ニ
ー
グ
ル

ー
プ
Ａ
Ｉ
倫
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
２
０

１
₉
年
に
は
、
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｉ
倫
理
委
員
会

を
設
立
し
た
。
当
委
員
会
は
倫
理
的
観
点
か
ら
、

様
々
な
業
務
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
審
査

を
行
っ
て
い
る
。
２
０
２
１
年
に
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
に
Ａ
Ｉ
倫
理
に
関
す
る
規
定
を
追
加
し
た
。

製
品
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
・
設
計
・
検
証
の
各
過
程
で

Ａ
Ｉ
倫
理
観
点
で
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う

体
制
・
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
し
、
Ａ
Ｉ
案
件
へ
の
適
用

を
開
始
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
社
内
外
を
問
わ
ず
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
と
継
続
的
に
対
話
を
重
ね
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
人
権
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
深
化
さ
せ

て
い
く
。

2022年３月１日時点

ゲーム＆ネットワーク
サービス

音楽

映画

エレクトロニクス・プロダクツ
＆ソリューション

イメージング＆センシング
・ソリューション

金融

ソニー・インタラクティブエンタテインメント

ソニー・ミュージックグループ（グローバル）
（ソニー・ミュージックエンタテインメント／
 ソニー・ミュージックパブリッシング）

ソニー・ミュージックエンタテインメント（日本）

ソニー・ピクチャーズ エンタテインメント

ソニー（株）

ソニーセミコンダクタソリューションズ

ソニーフィナンシャルグループ（株）

ソニーグループ（株）
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